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て良い。医療支援を含む救急支援チームを送り込んだ国は二四カ国、うち救助犬を伴ったのは一三カ国である。阪神・淡路の際には数カ国から緊急援助隊の派遣という人的支援の申し入れがあったが、実績のあるスイスとフランスだけを救助犬とともに受け入れた。当時 近隣諸国への対応も非常にまずく、韓国・中国から 緊急支援要員の派遣を断っている。受け入れ体制が不備であるという理由で断ったが、この時反省に基づき、海外からの人的支援等のれも円滑になされ ように改善された。　
三年前の四川大震災後、日中韓の間で三国首
脳会議が各国からの日帰り日程で開催 ることになった。アジアにおける政治・経済の安定化に果たす役割は大きい。四川大震災 おける日韓両国の緊急支援を受け入れた中国に大きな好印象を与え こと 契機になったことは間違いない。今回の東日本大災害における中韓の支援に対しても同様である。領土問題等で関係が時に冷却することがあっても、この近隣三国間の大災害直後の相互緊急支援の強化・体制化が望まれる。 「四八時間が限度」 と言われる災害後の人命救助の大切さから 、この近隣両国との貴重な絆を特に育みたいものだ。
